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東小学校 

 

１、概要 

所在地 茶畑 399番地 設立年月日 明治 41年 8月 31日 

職員数 

県職員 34名 

敷地面積 19,073㎡ 

市職員 12名 

教室数等 
普通教室（25）・理科室・生活科室・音楽室（2）・図工室・家庭科室・
コンピュータ教室・図書室（2）・特別活動室（10）・教育相談室（2）・
プール（25ｍ×13ｍ） 

２、校舎等建築一覧 

種別 構造 階数 床面積（㎡） 建築年 大規模改修年 
（耐震改修含） 

北校舎 
東側 RC 3 959 S44 H2 

西側 RC 3 918 S43 H2 

南校舎 
東側 RC 3 1,282 S50 H27 

西側 RC 4 3,535 S54 H15 

体育館 RC 1 1,261 H15 - 

３、児童数推移（見込み） 
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4、児童数と学級数(見込み) 

 合計 1年 2年 3年 4年 5年 6年 学級数 
（特別支援） 

H25 670 131 117 105 108 111 98 21（2） 

H26 665 107 129 109 106 106 108 20（3） 

H27 673 112 104 129 109 109 110 22（3） 

H28 663 107 114 101 125 109 107 22（3） 

H29 671 111 108 113 103 125 111 23（2） 

H30 660 101 111 105 112 103 128 21（4） 

R1 625 96 99 108 105 112 105 20（3） 

R2 620 99 96 99 108 107 111 19（4） 

R3 620 113 100 94 96 110 107 20（5） 

R4 625 112 113 100 94 96 110 21（5） 

R5 590 75 112 113 100 94 96 20（5） 

R6 590 96 75 112 113 100 94 20（5） 

R7 597 101 96 75 112 113 100 20（5） 

R8 583 86 101 96 75 112 113 20（5） 

R9 549 79 86 101 96 75 112 19（5） 

R10 524 87 79 86 101 96 75 18（5） 

R11 530 81 87 79 86 101 96 18（5） 

R12 516 82 81 87 79 86 101 18（5） 

R13 495 80 82 81 87 79 86 18（5） 

R14 488 79 79 82 81 87 79 18（5） 

R15 487 78 79 80 82 81 87 18（5） 

R20 453 73 74 75 76 77 78 18（5） 
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向田小学校 

 

１、概要 

所在地 茶畑 1133番地 設立年月日 平成元年 4月 1日 

職員数 

県職員 12名 

敷地面積 23,091㎡ 

市職員 9名 

教室数等 
普通教室（7）・理科室・音楽室・図工室・家庭科室・コンピュータ教室・

図書室・特別活動教室（11）・教育相談室・プール（25ｍ×13ｍ） 

２、校舎等建築一覧 

種別 構造 階数 床面積（㎡） 建築年 大規模改修年 
（耐震改修含） 

校舎 RC 3 4,423 H1 - 

体育館 Ｓ 1 945 H1 - 

３、児童数推移（見込み） 
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4、児童数と学級数(見込み) 

 合計 1年 2年 3年 4年 5年 6年 
学級数 

（特別支援） 

H25 196 19 29 39 27 41 41 8（1） 

H26 188 34 19 31 36 26 42 7（1） 

H27 167 23 35 19 31 33 26 6（1） 

H28 148 13 21 34 19 29 32 6（1） 

H29 137 24 13 20 33 18 29 6（1） 

H30 120 18 22 13 19 32 16 6（1） 

R1 118 16 18 22 14 16 32 6（1） 

R2 98 13 17 18 21 13 16 6（1） 

R3 89 8 13 16 18 20 14 6（1） 

R4 86 11 8 13 16 18 20 6（1） 

R5 79 13 11 8 13 16 18 6（1） 

R6 72 11 13 11 8 13 16 6（1） 

R7 62 6 11 13 11 8 13 6（1） 

R8 62 13 6 11 13 11 8 6（1） 

R9 61 7 13 6 11 13 11 6（1） 

R10 56 6 7 13 6 11 13 6（1） 

R11 50 7 6 7 13 6 11 5（1） 

R12 45 6 7 6 7 13 6 5（1） 

R13 46 7 6 7 6 7 13 4（1） 

R14 39 6 7 6 7 6 7 4（1） 

R15 39 7 6 7 6 7 6 4（1） 

R20 42 7 7 7 7 7 7 4（1） 
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西小学校 

 

１、概要 

所在地 佐野 1143番地 設立年月日 明治 42年 4月 22日 

職員数 

県職員 36名 

敷地面積 18,902㎡ 

市職員 13名 

教室数等 
普通教室（26）・理科室・音楽室・図工室・家庭科室・コンピュータ教室・

図書室・特別活動教室（2）・プール（25ｍ×13ｍ） 

２、校舎等建築一覧 

種別 構造 階数 床面積（㎡） 建築年 大規模改修年 
（耐震改修含） 

北校舎 
東側 RC 3 2,538 S44 H3 

西側 RC 3 566 S48 H3 

南校舎 
東側 RC 2 771 S44 - 

西側 RC 3 1,490 S55 - 

体育館 W 1 1,215 H19 - 

３、児童数推移（見込み） 
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4、児童数と学級数(見込み) 

 合計 1年 2年 3年 4年 5年 6年 
学級数 

（特別支援） 

H25 649 107 105 106 100 104 127 21（1） 

H26 627 106 109 104 104 103 101 20（1） 

H27 657 134 100 109 107 106 101 21（1） 

H28 662 107 138 100 105 108 104 21（1） 

H29 681 120 110 137 101 106 107 21（1） 

H30 703 127 118 112 138 100 108 23（1） 

R1 703 124 123 118 108 133 97 23（2） 

R2 719 107 126 126 116 111 133 24（2） 

R3 722 138 108 126 122 116 112 24（2） 

R4 740 130 138 108 126 122 116 24（2） 

R5 749 125 130 138 108 126 122 24（2） 

R6 749 122 125 130 138 108 126 24（2） 

R7 736 113 122 125 130 138 108 24（2） 

R8 731 103 113 122 125 130 138 23（2） 

R9 706 113 103 113 122 125 130 23（2） 

R10 687 111 113 103 113 122 125 23（2） 

R11 671 109 111 113 103 113 122 23（2） 

R12 656 107 109 111 113 103 113 23（2） 

R13 649 106 107 109 111 113 103 23（2） 

R14 650 104 106 107 109 111 113 23（2） 

R15 639 102 104 106 107 109 111 22（2） 

R20 589 94 96 97 99 101 102 18（2） 
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南小学校 

 

１、概要 

所在地 伊豆島田 806番地の 5 設立年月日 平成 18年 4月 1日 

職員数 

県職員 20名 

敷地面積 21,705㎡ 

市職員 5名 

教室数等 
普通教室（12）・理科室・生活科室・音楽室・図工室・家庭科室・コンピ
ュータ教室・図書室・特別活動教室（2）・教育相談室・プール（25ｍ×
13ｍ） 

２、校舎等建築一覧 

種別 構造 階数 床面積（㎡） 建築年 大規模改修年 
（耐震改修含） 

校舎 RC 2 4,294 H18 - 

体育館 W 1 968 H18 - 

３、児童数推移（見込み） 
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4、児童数と学級数(見込み) 

 合計 1年 2年 3年 4年 5年 6年 
学級数 

（特別支援） 

H25 257 48 42 45 36 44 42 11 

H26 260 47 46 44 44 39 40 10 

H27 265 55 43 44 40 45 38 10 

H28 278 58 53 44 44 35 44 11 

H29 279 48 57 51 44 45 34 11 

H30 289 49 46 57 51 41 45 12 

R1 281 44 47 43 56 50 41 12 

R2 274 41 43 45 41 55 49 12 

R3 261 41 40 42 43 40 55 12 

R4 243 37 41 40 42 43 40 12 

R5 244 41 37 41 40 42 43 12 

R6 230 29 41 37 41 40 42 11 

R7 229 41 29 41 37 41 40 11 

R8 215 26 41 29 41 37 41 10 

R9 202 28 26 41 29 41 37 9 

R10 183 18 28 26 41 29 41 9 

R11 163 21 18 28 26 41 29 7 

R12 152 18 21 18 28 26 41 7 

R13 129 18 18 21 18 28 26 6 

R14 120 17 18 18 21 18 28 6 

R15 109 17 17 18 18 21 18 6 

R20 89 13 14 14 15 16 17 6 
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深良小学校 

 

１、概要 

所在地 深良 655番地 設立年月日 明治 22年 11月 

職員数 

県職員 19名 

敷地面積 16,884㎡ 

市職員 8名 

教室数等 
普通教室（12）・理科室・音楽室・図工室・家庭科室・コンピュータ教室・

図書室・特別活動教室（4）プール（25ｍ×13ｍ） 

２、校舎等建築一覧 

種別 構造 階数 床面積（㎡） 建築年 大規模改修年 
（耐震改修含） 

校舎 
東側 RC 4 2,391 S57 - 

西側 RC 3 1,583 S54 R2 

体育館 Ｓ 1 735 Ｓ53 Ｈ23 

３、児童数推移（見込み） 
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4、児童数と学級数(見込み) 

 合計 1年 2年 3年 4年 5年 6年 学級数 
（特別支援） 

H25 329 57 53 57 58 52 52 12（1） 

H26 334 53 59 54 58 58 52 12（1） 

H27 332 53 52 57 54 57 59 12（1） 

H28 308 43 51 50 55 51 58 12（1） 

H29 291 47 40 50 50 53 51 12（1） 

H30 294 49 47 43 52 50 53 12（1） 

R1 281 35 51 47 46 52 50 11（1） 

R2 270 43 34 50 46 46 51 11（1） 

R3 256 38 42 34 50 47 45 11（1） 

R4 249 38 38 42 34 50 47 11（1） 

R5 237 35 38 38 42 34 50 10（1） 

R6 218 31 35 38 38 42 34 10（1） 

R7 220 36 31 35 38 38 42 10（1） 

R8 198 20 36 31 35 38 38 9（1） 

R9 187 27 20 36 31 35 38 8（1） 

R10 179 30 27 20 36 31 35 8（1） 

R11 172 28 30 27 20 36 31 7（1） 

R12 170 29 28 30 27 20 36 7（1） 

R13 163 29 29 28 30 27 20 6（1） 

R14 172 29 29 29 28 30 27 6（1） 

R15 174 29 29 29 29 28 30 6（1） 

R20 173 28 29 29 29 29 29 6（1） 
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富岡第一小学校 

 

１、概要 

所在地 御宿 600番地 設立年月日 明治 8年 9月 24日 

職員数 

県職員 31名 

敷地面積 22,198㎡ 

市職員 13名 

教室数等 
普通教室（20）・理科室・音楽室（2）・図工室・家庭科室・コンピュー

タ教室・図書室・特別活動教室（7）・プール（25ｍ×13ｍ） 

２、校舎等建築一覧 

種別 構造 階数 床面積（㎡） 建築年 大規模改修年 
（耐震改修含） 

北校舎 
東側 RC 3 1,137 S52 H12 

西側 RC 3 417 S59 - 

南校舎 
東側 RC 4 3,505 S56 R2 

西側 RC 4 612 S59 R2 

体育館 Ｓ 1 945 Ｓ55 Ｈ21 

３、児童数推移（見込み） 
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4、児童数と学級数(見込み) 

 合計 1年 2年 3年 4年 5年 6年 学級数 
（特別支援） 

H25 551 89 85 92 98 90 97 18（2） 

H26 526 86 86 83 84 98 89 18（2） 

H27 492 76 83 80 74 81 98 17（2） 

H28 486 106 70 88 77 70 75 17（2） 

H29 479 78 100 71 83 76 71 16（2） 

H30 502 101 76 95 70 82 78 17（3） 

R1 494 82 95 73 94 66 84 16（4） 

R2 490 89 76 95 71 93 66 16（4） 

R3 507 87 87 76 93 73 91 18（3） 

R4 492 76 87 87 76 93 73 18（3） 

R5 512 93 76 87 87 76 93 18（3） 

R6 512 93 93 76 87 87 76 18（3） 

R7 520 84 93 93 76 87 87 18（3） 

R8 514 81 84 93 93 76 87 18（3） 

R9 511 84 81 84 93 93 76 18（3） 

R10 507 72 84 81 84 93 93 18（3） 

R11 492 78 72 84 81 84 93 18（3） 

R12 474 75 78 72 84 81 84 18（3） 

R13 466 76 75 78 72 84 81 18（3） 

R14 460 75 76 75 78 72 84 18（3） 

R15 451 75 75 76 75 78 72 18（3） 

R20 450 75 75 75 75 75 75 18（3） 
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富岡第二小学校 

 

１、概要 

所在地 下和田 890番地 設立年月日 昭和 26年 9月 1日 

職員数 

県職員 11名 

敷地面積 10,278㎡ 

市職員 5名 

教室数等 
普通教室（6）・理科室・音楽室・図工室・家庭科室・コンピュータ教室・

図書室・教育相談室・プール（25ｍ×8ｍ） 

２、校舎等建築一覧 

種別 構造 階数 床面積（㎡） 建築年 大規模改修年 
（耐震改修含） 

校舎 
東側 RC 2 1,316 S55 H11 

西側 Ｓ 2 822 Ｈ12 - 

体育館 S 1 894 R2 - 

３、児童数推移（見込み） 
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4、児童数と学級数(見込み) 

 合計 1年 2年 3年 4年 5年 6年 学級数 
（特別支援） 

H25 123 23 19 17 22 22 20 6 

H26 126 23 23 19 16 23 22 6 

H27 125 25 23 21 20 15 21 6 

H28 120 16 25 23 21 20 15 6 

H29 119 13 16 26 23 21 20 6 

H30 112 12 13 15 26 25 21 6 

R1 109 19 12 14 14 25 25 6 

R2 93 10 19 12 13 14 25 6 

R3 73 7 9 18 12 13 14 6 

R4 71 12 7 9 18 12 13 6 

R5 68 10 12 7 9 18 12 6 

R6 67 11 10 12 7 9 18 6 

R7 56 7 11 10 12 7 9 6 

R8 53 6 7 11 10 12 7 6 

R9 53 7 6 7 11 10 12 5 

R10 44 3 7 6 7 11 10 5 

R11 38 4 3 7 6 7 11 4 

R12 30 3 4 3 7 6 7 3 

R13 26 3 3 4 3 7 6 3 

R14 23 3 3 3 4 3 7 3 

R15 18 2 3 3 3 4 3 3 

R20 10 1 1 2 2 2 2 3 
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千福が丘小学校 

 

１、概要 

所在地 千福が丘 4丁目 12番 1 設立年月日 平成 2年 4月 1日 

職員数 

県職員 11名 

敷地面積 16,501㎡ 

市職員 8名 

教室数等 
普通教室（6）・理科室・音楽室・図工室・家庭科室・コンピュータ教室・

図書室・特別活動教室（3）・教育相談室・プール（25ｍ×13ｍ） 

２、校舎等建築一覧 

種別 構造 階数 床面積（㎡） 建築年 大規模改修年 
（耐震改修含） 

校舎 RC 3 3,240 H2 - 

体育館 Ｓ 1 945 H2 - 

３、児童数推移（見込み） 
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4、児童数と学級数(見込み) 

 合計 1年 2年 3年 4年 5年 6年 学級数 
（特別支援） 

H25 131 15 19 24 23 25 25 6 

H26 122 16 16 17 25 23 25 6 

H27 115 18 18 16 17 23 23 6 

H28 120 29 19 17 16 17 22 6 

H29 122 26 29 18 17 15 17 6 

H30 124 21 26 28 17 17 15 6 

R1 125 18 21 25 27 17 17 6 

R2 126 16 19 22 24 27 18 6 

R3 127 19 15 20 22 24 27 6 

R4 125 25 19 15 20 22 24 6 

R5 113 12 25 19 15 20 22 6 

R6 98 7 12 25 19 15 20 6 

R7 89 11 7 12 25 19 15 6 

R8 83 9 11 7 12 25 19 6 

R9 73 9 9 11 7 12 25 6 

R10 60 12 9 9 11 7 12 6 

R11 58 10 12 9 9 11 7 6 

R12 61 10 10 12 9 9 11 6 

R13 60 10 10 10 12 9 9 6 

R14 61 10 10 10 10 12 9 6 

R15 61 9 10 10 10 10 12 6 

R20 51 8 8 8 9 9 9 6 
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須山小学校 

 

１、概要 

所在地 須山 165番地 設立年月日 明治 7年 4月 26日 

職員数 

県職員 11名 

敷地面積 19,889㎡ 

市職員 8名 

教室数等 
普通教室（6）・理科室・音楽室・図工室・家庭科室・コンピュータ教室・

図書室・プール（25ｍ×10ｍ） 

２、校舎等建築一覧 

種別 構造 階数 床面積（㎡） 建築年 大規模改修年 
（耐震改修含） 

校舎 
東側 RC 2 1,243 S56 - 

西側 RC 2 1,015 S57 - 

体育館 W 1 971 H20 - 

３、児童数推移（見込み） 
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4、児童数と学級数(見込み) 

 合計 1年 2年 3年 4年 5年 6年 学級数 
（特別支援） 

H25 134 15 20 24 26 27 22 6 

H26 134 24 15 20 23 26 26 6 

H27 122 16 23 15 19 23 26 6 

H28 114 17 16 22 15 20 24 6 

H29 105 15 18 16 21 14 21 6 

H30 107 20 15 19 17 22 14 6 

R1 109 16 20 14 19 18 22 6 

R2 104 20 16 19 14 18 17 6 

R3 97 14 20 15 18 12 18 6 

R4 92 13 14 20 15 18 12 6 

R5 92 12 13 14 20 15 18 6 

R6 90 16 12 13 14 20 15 6 

R7 89 14 16 12 13 14 20 6 

R8 84 15 14 16 12 13 14 6 

R9 78 8 15 14 16 12 13 6 

R10 74 9 8 15 14 16 12 6 

R11 70 8 9 8 15 14 16 6 

R12 62 8 8 9 8 15 14 6 

R13 56 8 8 8 9 8 15 6 

R14 49 8 8 8 8 9 8 6 

R15 49 8 8 8 8 8 9 6 

R20 46 7 7 8 8 8 8 6 
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東中学校 

 

１、概要 

所在地 公文名 685番地の 1 設立年月日 昭和 22年 4月 28日 

職員数 

県職員 31名 

敷地面積 35,875㎡ 

市職員 5名 

教室数等 
普通教室（14）・理科室（2）・音楽室・美術室・技術科室（2）・家庭科室
（2）・コンピュータ教室・図書室・特別活動教室（8）・教育相談室（2）・
進路資料指導室 

２、校舎等建築一覧 

種別 構造 階数 床面積（㎡） 建築年 大規模改修年 
（耐震改修含） 

北校舎 
東側 RC 3 1,285 S52 H9 

西側 RC 3 2,097 S51 H9 

南校舎 
東側 RC 2 1,122 S52 H10 

西側 RC 2 703 S59 - 

体育館 S 2 1,098 S54 H23 

３、児童数推移（見込み） 
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4、生徒数と学級数(見込み) 

 合計 1年 2年 3年 学級数 
（特別支援） 

H25 467 174 140 153 14（1） 

H26 441 129 172 140 13（1） 

H27 451 150 129 172 14（2） 

H28 402 128 145 129 13（3） 

H29 404 133 126 145 13（3） 

H30 400 141 132 127 12（2） 

R1 409 139 141 129 12（4） 

R2 413 132 140 141 12（2） 

R3 393 121 132 140 12（2） 

R4 374 121 121 132 12（2） 

R5 372 130 121 121 12（2） 

R6 365 114 130 121 12（2） 

R7 354 110 114 130 12（2） 

R8 337 113 110 114 12（2） 

R9 344 121 113 110 12（2） 

R10 357 123 121 113 12（2） 

R11 332 88 123 121 11（2） 

R12 318 107 88 123 11（2） 

R13 302 107 107 88 11（2） 

R14 313 99 107 107 10（2） 

R15 292 86 99 107 10（2） 

R20 260 85 87 88 9（2） 
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西中学校 

 

１、概要 

所在地 佐野 450番地 設立年月日 昭和 22年 4月 1日 

職員数 

県職員 27名 

敷地面積 31,160㎡ 

市職員 5名 

教室数等 
普通教室（16）・理科室（2）・音楽室・美術室・技術科室（2）・家庭科

室（2）・コンピュータ教室・図書室・特別活動教室（3）・教育相談室（2） 

２、校舎等建築一覧 

種別 構造 階数 床面積（㎡） 建築年 大規模改修年 
（耐震改修含） 

北校舎 RC 3 2,325 S47 H4 

南校舎 RC 3 1,889 S58 - 

普通教室棟 S 1 252 R2  

体育館 Ｓ 1 1,122 H21 - 

３、児童数推移（見込み） 

 

440

543

588

478

393
368

395
427

401

498 494

424

370

0

350

700

S53 S58 S63 H5 H10 H15 H20 H25 H30 R5 R10 R15 R20

実数←  →推計 



資料 3 学校教育施設と児童数の現状・推計（中学校）   令和 3年 12月現在 
 

23 

4、生徒数と学級数(見込み) 

 合計 1年 2年 3年 学級数 
（特別支援） 

H25 427 149 136 142 14（1） 

H26 450 165 150 135 14（1） 

H27 443 136 161 146 14（1） 

H28 426 130 138 158 13（1） 

H29 413 143 132 138 13（1） 

H30 401 125 144 132 13（1） 

R1 409 143 123 143 14（1） 

R2 396 130 142 124 13（1） 

R3 445 175 129 141 14（2） 

R4 471 167 175 129 14（2） 

R5 498 156 167 175 15（2） 

R6 488 165 156 167 15（2） 

R7 489 168 165 156 15（2） 

R8 481 148 168 165 15（2） 

R9 495 179 148 168 16（2） 

R10 494 167 179 148 16（2） 

R11 512 166 167 179 16（2） 

R12 484 151 166 167 15（2） 

R13 471 154 151 166 15（2） 

R14 434 129 154 151 14（2） 

R15 424 141 129 154 14（2） 

R20 370 121 124 125 12（2） 



資料 3 学校教育施設と児童数の現状・推計（中学校）   令和 3年 12月現在 
 

24 

深良中学校 

 

１、概要 

所在地 深良 3806番地 設立年月日 昭和 22年 4月 28日 

職員数 

県職員 17名 

敷地面積 50,732㎡ 

市職員 4名 

教室数等 
普通教室（7）・理科室（2）・音楽室・美術室・技術科室（2）・家庭科

室（2）・コンピュータ教室・図書室・特別活動教室（2）・教育相談室（3） 

２、校舎等建築一覧 

種別 構造 階数 床面積（㎡） 建築年 大規模改修年 
（耐震改修含） 

校舎 RC 3 3,167 S56 H28 

体育館 Ｓ 1 945 Ｓ57 - 

３、児童数推移（見込み） 
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4、生徒数と学級数(見込み) 

 合計 1年 2年 3年 学級数 
（特別支援） 

H25 143 46 60 37 5 

H26 155 50 45 60 6 

H27 147 51 51 45 6 

H28 157 55 50 52 6 

H29 158 54 55 49 6（1） 

H30 157 46 56 55 6（1） 

R1 153 52 45 56 6（1） 

R2 142 46 52 44 6（1） 

R3 143 45 46 52 6（1） 

R4 136 45 45 46 6（1） 

R5 137 47 45 45 6（1） 

R6 142 50 47 45 6（1） 

R7 131 34 50 47 5（1） 

R8 126 42 34 50 5（1） 

R9 114 38 42 34 5（1） 

R10 118 38 38 42 6（1） 

R11 111 35 38 38 4（1） 

R12 104 31 35 38 3（1） 

R13 102 36 31 35 4（1） 

R14 87 20 36 31 4（1） 

R15 83 27 20 36 4（1） 

R20 87 29 29 29 3（1） 
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富岡中学校 

 

１、概要 

所在地 御宿 579番地 設立年月日 昭和 22年 4月 28日 

職員数 

県職員 25名 

敷地面積 27,779㎡ 

市職員 5名 

教室数等 
普通教室（13）・理科室（2）・音楽室・美術室・技術科室・家庭科室（2）・

コンピュータ教室・図書室・特別活動教室（7）・教育相談室（2） 

２、校舎等建築一覧 

種別 構造 階数 床面積（㎡） 建築年 大規模改修年 
（耐震改修含） 

北校舎 
東側 RC 3 437 H2 - 

西側 RC 3 3,110 S42 S59 

南校舎 RC 3 1,846 S61 - 

体育館 S 2 1,335 H23 - 

３、児童数推移（見込み） 
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4、生徒数と学級数(見込み) 

 合計 1年 2年 3年 学級数 
（特別支援） 

H25 392 129 131 132 12 

H26 393 134 128 131 12（2） 

H27 387 129 133 125 12（2） 

H28 417 145 134 138 13（2） 

H29 389 111 143 135 12（2） 

H30 371 117 109 145 13（2） 

R1 346 119 118 109 12（1） 

R2 370 132 119 119 12（2） 

R3 356 108 131 117 11（2） 

R4 371 132 108 131 11（2） 

R5 350 110 132 108 11（2） 

R6 369 127 110 132 12（2） 

R7 351 114 127 110 12（2） 

R8 352 111 114 127 12（2） 

R9 338 113 111 114 12（2） 

R10 337 113 113 111 12（2） 

R11 341 115 113 113 12（2） 

R12 339 111 115 113 12（2） 

R13 328 102 111 115 11（2） 

R14 309 96 102 111 10（2） 

R15 298 100 96 102 9（2） 

R20 265 88 89 88 9（2） 
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須山中学校 

 

１、概要 

所在地 須山 1502番地の 1 設立年月日 昭和 22年 4月 21日 

職員数 

県職員 12名 

敷地面積 19,030㎡ 

市職員 4名 

教室数等 
普通教室（3）・理科室・音楽室・美術室・技術科室・家庭科室・コンピ

ュータ教室・図書室・特別活動室・教育相談室 

２、校舎等建築一覧 

種別 構造 階数 床面積（㎡） 建築年 大規模改修年 
（耐震改修含） 

校舎 RC 2 1,566 S60 - 

体育館 S 1 945 S60 - 

３、児童数推移（見込み） 
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4、生徒数と学級数(見込み) 

 合計 1年 2年 3年 学級数 
（特別支援） 

H25 65 19 22 24 3 

H26 63 21 20 22 3 

H27 65 24 21 20 3 

H28 70 24 25 21 3 

H29 68 20 23 25 3 

H30 61 18 20 23 3 

R1 54 15 19 20 3 

R2 50 17 15 18 3 

R3 43 14 15 14 3 

R4 47 18 14 15 3 

R5 44 12 18 14 3 

R6 48 18 12 18 3 

R7 45 15 18 12 3 

R8 53 20 15 18 3 

R9 49 14 20 15 3 

R10 47 13 14 20 3 

R11 39 12 13 14 3 

R12 41 16 12 13 3 

R13 42 14 16 12 3 

R14 45 15 14 16 3 

R15 37 8 15 14 3 

R20 24 8 8 8 3 
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小学校（9校 → 6校） 

 

学級数（12学級以上が適正規模） 

R5 R19 

東小学校 20 
18 

向田小学校 6 

西小学校 24 18 

南小学校 12 6 

深良小学校 10 6 

富岡第一小学校 18 

18 富岡第二小学校 6 

千福が丘小学校 6 

須山小学校 6 6 

 

中学校（5校 → 3校） 

 

学級数（6学級以上が適正規模） 

R5 R19 

東中学校 12 9 

西中学校 15 12 

深良中学校 6 

12 富岡中学校 11 

須山中学校 3 

 

※特別支援学級の児童生徒も普通学級に含んだ場合の学級数 
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男子 東中学校 西中学校 富岡中学校 深良中学校 須山中学校 

野球部 〇 〇 〇  〇 

サッカー部 〇 〇 〇   

バレーボール部 〇 〇 〇   

バスケットボール部 〇 〇 〇 〇  

ソフトテニス部 〇 〇 〇 〇  

卓球部 〇 〇 〇 〇 〇 

陸上競技部 〇 〇 〇   

 

女子 東中学校 西中学校 富岡中学校 深良中学校 須山中学校 

ソフトボール部 〇 〇 〇   

バレーボール部 〇 〇 〇 〇 〇 

バスケットボール部 〇 〇 〇 〇  

ソフトテニス部 〇 〇 〇 〇  

卓球部 〇 〇 〇 〇 〇 

陸上競技部 〇 〇 〇   

 

男女 東中学校 西中学校 富岡中学校 深良中学校 須山中学校 

吹奏楽部 〇 〇 〇   

美術部 〇 〇    

パソコン部  〇 〇   

文化総合部 〇   〇  
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年月 内容 

令
和
元
年
度 

9～10月 裾野市教育に関するアンケート調査の実施 

3月 裾野市の教育のあり方検討委員会から提言を受ける 

令
和
２
年
度 

3月 
第 2期 裾野市教育振興基本計画の策定 

重点プランとして、「学校施設の最適化」を掲げ、再編計画策定について言及 

3月 裾野市学校施設長寿命化計画の策定 

令
和
３
年
度 

7月 検
討
委
員
会 

第 1回学校教育施設検討委員会 

8月 第 2回学校教育施設検討委員会 

9月 第 3回学校教育施設検討委員会 

7月 推
進
本
部 

第 1回学校教育施設再編推進本部 

10月 第 2回学校教育施設再編推進本部 

9～11月 

学
校
再
編
意
見
交
換
会 

対象：小中学校 PTA（計 15回） 

9～10月 対象：東地区 幼稚園・保育園保護者（計 2回） 

10月 対象：東地区 区長会（1回） 

10月 対象：深良中学校生徒（1回） 

11月 対象：地域（計 4回） 

11～1月 対象：小中学校保護者（計 6回） 

12月 対象：区長連合会役員（1回） 

1月 対象：幼稚園・保育園保護者（計 5回） 

令
和
４
年
度 

4～7月 
学
校
再
編
意
見
交
換
会 

対象：小中学校保護者（計 29回） 

4～7月 対象：幼稚園・保育園保護者（計 17回） 

4月 対象：東地区 区長会（1回） 

6月 対象：須山中学校生徒（1回） 

6月 対象：地域（計 5回） 

6月 検
討
委
員
会 

第 4回学校教育施設検討委員会 

8月 第 5回学校教育施設検討委員会 

11月 第 6回学校教育施設検討委員会 
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令

和

４

年

度 

4月 

推
進
本
部 

第 3回学校教育施設再編推進本部 

7月 第 4回学校教育施設再編推進本部 

9月 第 5回学校教育施設再編推進本部 

11月 第 6回学校教育施設再編推進本部 

3月 第 7回学校教育施設再編推進本部 

10～11月 
学校教育施設再編基本計画（案）について、 

パブリックコメントの実施（10月 3日～11月 1日） 

10月 

審
議
会 

第 1回学校教育施設再編基本計画審議会 

12月 第 2回学校教育施設再編基本計画審議会 

1月 第 3回学校教育施設再編基本計画審議会 

2月 第 4回学校教育施設再編基本計画審議会 
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学校教育施設再編推進本部 

開催日 検討事項 

令和３年 

７月１日 
第 1回 

報告 

（１）学校教育施設再編の経緯 

（２）学校教育施設と児童数の現状 

令和３年 

10月４日 
第 2回 

報告 

（１）他市訪問の報告（沼津市・伊豆市） 

（２）向田小・東小再編に向けたＰＴＡ説明会報告 

（向田小・東小・いずみ幼・東保） 

（３）学校教育施設再編基本計画策定に向けたＰＴＡ説明会 

報告（富一小・千福小） 

協議 

（１）向田小・東小学校再編について 

（２）学校教育施設再編基本計画策定について 

令和４年 

４月 15日 
第 3回 

協議 

（１）学校教育施設再編基本計画策定について 

（２）向田小・東小学校再編について 

令和４年 

７月１日 
第 4回 

協議 

（１）向田小・東小の再編及び跡地利用について 

令和４年 

９月２日 
第 5回 

報告 

（１）向田小・東小の再編について 

（２）審議会 委員の選出について 

協議 

（１）裾野市学校教育施設再編基本計画（案）について 

令和４年 

11月 25日 
第 6回 

報告 

（１）東地区学校再編推進協議会準備会について 

協議 

（１）裾野市学校教育施設再編基本計画（案）パブリックコメ

ント回答について 

（２）裾野市学校教育施設再編基本計画審議会への諮問（案）

について 

令和５年 

３月１日 
第 7回 

協議 

（１）裾野市学校教育施設再編基本計画の策定について 
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学校教育施設再編検討委員会 

開催日 検討事項 

令和３年 

７月 16日 
第 1回 

報告 

（１）学校教育施設再編の経緯 

（２） 学校教育施設と児童数の現状 

協議 

（１）学校教育施設の再編について 

令和３年 

８月 19日 
第 2回 

報告 

（１）他市の状況報告（沼津市・伊豆市） 

協議 

（１）向田小・東小学校再編について 

（２）学校教育施設再編基本計画策定について 

令和３年 

９月 27日 
第 3回 

報告 

（１）ＰＴＡ説明会の報告（向田小・東小・富一小） 

協議 

（１）学校教育施設再編基本計画策定について 

（２）向田小・東小学校再編について 

令和４年 

６月 13日 
第 4回 

報告 

（１）学校教育施設再編基本計画の進捗について 

（２）意見交換会について 

協議 

（１）向田小・東小の再編及び跡地利用について 

令和４年 

８月 15日 
第 5回 

報告 

（１）向田小・東小の再編について 

（２）審議会 委員の選出について 

協議 

（１）裾野市学校教育施設再編基本計画（案）について 

令和４年 

11月 17日 
第 6回 

報告 

（１）東地区学校再編推進協議会準備会について 

協議 

（１）裾野市学校教育施設再編基本計画（案）パブリックコメ

ント回答について 

（２）裾野市学校教育施設再編基本計画審議会への諮問（案）

について 
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1 募集期間 

令和 4年 10月 3日（月曜日）～11月 1日（火曜日） 

 

2 意見の提出方法と件数 

（1）意見提出者の数       3人 

（2）提出された意見の数     7件 

 

3 意見の反映状況 

（1）反映した意見        3件 

（2）既に盛り込み済みの意見   1件 

（3）今後の参考とする意見    1件 

（4）反映できない意見      2件 

 

4 意見の概要と市の考え方 

No. 意見の概要 市の考え方 

1 

学校現場は、少子化に始まり、教員不足、コロナによる制

限など様々な変化の中で、苦慮しながらも、どの子も取り残

さない学びを進めている。 

またいろいろな課題を抱える子供たちが増え、特別支援学

級の人数も余裕なく、増室傾向にあります。学校再編にあた

り、統配合の案が出される中で、特別支援学級についての配

慮をお願いしたい。いろいろな事情を抱えながらも、精一杯

学べる環境を確保できるよう柔軟な対応をお願いしたい。 

特別支援教育に対する記述を追記しま

す。 

2 

1ページ）はじめに 

・「はじめに」よりは「計画の目的」とし、目的や狙いを明

確に示した方が良いのではないか。 

「計画の目的」に変更します。 

3 

2ページ）計画の期間 

・計画の期間は 10年間が適切ではないか。 

・計画期間 15 年では、適正規模（１学年２クラス、複式学

級でない）の維持ができないのではないか？ 

本計画は、教育・保育施設との整合を

図る必要があることから、裾野市幼児

施設整備基本構想と合わせ 15 年を計

画期間としています。 

再編の時期については、計画中に「保

護者および地域の十分な理解と協力が

得られた学校から、可能な限り早い時

期に進めることとします」と記載して

おり、早期実現を目指しています。 



資料 8 パブリックコメント 

37 

4 

７ページ）（１）適正規模の基本的な考え方 

・「適正規模」と「適正配置」が密接不可分としたことによ

り現状、「過小規模」の学校が増えているのは、適正配置が

（どちらかといえば）優先されてきたからである。 

学びを考えた場合に、「過小規模」を引き起こさないこと

を「適正規模」「適正配置」に対し優先すべきとしなければ

ならないのではないか。「過小規模」に対する基本的な考え

方を明記した方が良いのではないか。 

学びを優先に考え、「適正規模」と「適正配置」は「密接

な関係がある」という位置づけの方が良いのではないか。 

「適正規模」と「適正配置」は「密接な

関係がある」に変更します。 

5 

７ページ）（１）適正規模の基本的な考え方 

・西中学区では当面、人口が維持方向にあるが、人口減少へ

転じる時期も遠くない。 

西中学校の校舎逼迫を教室の増強でなく、東中学区との学

区見直しで平準化する考えも必要。 

・再編は「小さい学校の課題」の様になっているが、既存フ

ァシリティの効果的な活用の観点からも、大規模校の学区見

直しも有効な再編手段の１つではないか。 

計画期間である今後 15年間では、西中

学校区の人口減少は他学区と比べ緩や

かであることから、今後の参考とさせ

ていただきます。 

6 

9ページ）（２）適正配置の再編整備に係る基本的な考え方 

・「適正配置」の定義が抽象的すぎて基準となり得ない。 

「適正配置」を尊重した結果により「過小規模」が生じて

いるということがある。 

子どもたちの学びを最優先すれば、「過小規模」を回避す

るための再編が優先されることが重要。 

「適正配置」については、人口減少を

見据えたうえで全市的なバランスを考

慮する必要があることから、このよう

な定義としています。 

ご意見のとおり、著しい小規模を回避

するための再編計画とします。 

7 

少子化などで、団体戦に出場できない部活動がある。合併

後は、増えた人数で団体戦にも出場できると良い。 

武道（合気道、剣道、柔道）の充実をお願いしたい。 

→富岡地区体育館の耐震化をして武道ができるように 

家庭の都合で、外部での部活動は厳しいものがある。外部

からの講師、休日の大会などは少し減らすなどして、なんと

か学校での部活動を維持していただきたい。 

ご意見のとおり、適正規模の基本的な

考え方として「中学校においては、部

活動等の課外活動の充実も重要な意味

を持つため、生徒のニーズに応じた多

様な課外活動が実施できる学校規模と

します」と計画中に記載しております。 

 顧問の教員の状況や生徒のニーズ等

によっては、技術的な指導は外部指導

者が中心となって行うことが効果的で

ある場合も考えられるため、幅広い視

野で検討します。 
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学校教育施設再編基本計画審議会 

開催日 検討事項 

令和４年 

10月３日 
第 1回 

協議 

（１）これまでの経緯について 

（教育のあり方検討委員会～パブリックコメント） 

（２）審議内容について 

（３）次回審議会の開催日について 

令和４年 

12月６日 
第 2回 

●諮問 

報告 

（１）パブリックコメントに対する対応について 

協議 

（１）答申について 

（２）次回審議会の開催日について 

令和５年 

１月 20日 
第 3回 

協議 

（１）答申について 

（２）次回審議会の開催日について 

令和５年 

2月 27日 
第 4回 ●答申 

 

委員 

氏名 委嘱及び任命根拠 

村山  功 学識経験者：静岡大学教授（副学部長） 

豊福 静代 学識経験者：教育委員会評価委員会委員長 

石原 誠太 学識経験者：一般社団法人 UNIVA（元経済産業省） 

柴田 寛文 学識経験者：一般社団法人 UNIVA / 株式会社 Ridilover（元経済産業省） 

大森 裕樹 市ＰＴＡ連合会長（向田小学校ＰＴＡ会長） 

眞田 裕介 市ＰＴＡ連合会（富岡中学校ＰＴＡ会長） 

福澤 義明 区長連合会会長（西地区会長） 

岩崎 正行 区長連合会副会長（深良地区会長） 

丸山 雅人 市校長会（西小学校校長） 

飯塚 由美子 市校長会（須山中学校校長） 
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裾 教 総 第 9 6 号 

令和 4 年 12 月 6 日 

 

裾野市学校教育施設再編基本計画審議会 

会 長 村山 功 様 

裾野市教育委員会 

教育長 風間 忠純 

 

 

裾野市学校教育施設再編基本計画審議会条例（令和 3年 12月 13日裾野市条例

第 27号）第 2条の規定に基づき、下記の事項について諮問します。 

 

記 

 

１ 諮問事項 

現在策定中の裾野市学校教育施設再編基本計画のうち、４ 具体的な再編計画 

（２）再編対象学校及び再編の時期について 

 

２ 諮問理由 

全国的に少子化が進展する中、本市においても児童生徒数の減少と学校の小

規模化が進んでいる状況であり、今後においてもこの傾向は避けられないもの

と考えられます。 

こうした中、児童生徒の望ましい教育環境を確保し、教育の質の更なる充実

に繋げるためには、小中学校の再編整備を行わなければならない状況にありま

す。 

そのため、裾野市学校教育施設再編基本計画を現在策定中であり、本市にお

ける適正規模は「クラス替えが可能な１学年２学級以上となる規模」とし、適

正配置は「既存の学校施設及び用地を活用することを前提に、地理的条件に加

え社会的な成り立ちによる生活圏域に配慮しつつ、全市的なバランスを考慮し

た配置」と計画中に規定する予定です。 

本適正規模・適正配置の考え方を踏まえ、具体的な再編対象学校及び再編の

時期について、教育委員会としては別紙のとおり素案を考えております。 

  つきましては、本素案をもとにご審議をいただきたく諮問いたします。 
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４ 具体的な再編計画 
 

(2) 再編対象学校及び再編の時期 
 

具体的な取組み 

① 向田小学校と東小学校の再編（統合）【前期における取組み】 

向田小学校は適正規模を下回る 10 人以下の学級が存在しており、将来的にも適正規模を大きく下

回る予測がされていることから、その解消を図るとともに、東中学校へ進学する際の環境の変化等の

ギャップを解消するため、令和 7年度に東小学校との再編（統合）を進めます。再編（統合）校舎は

現在の東小学校校舎とします。 

なお、向田小学校の跡地については、現在の東中学校を移転します。向田小学校の閉校後、校舎の

長寿命化改修や不足する特別教室の整備等を行い、令和 10年度を目途に移転できるよう努めます。 

 

② 富岡第二小学校と富岡第一小学校の再編（統合）【前期～中期における取組み】 

 富岡第二小学校は適正規模を下回る 10 人以下の学級が複数存在しており、今後も適正規模を大き

く下回る予測がされていることから、その解消を図るとともに、富岡中学校へ進学する際の環境の変

化等のギャップを解消するため、令和 9 年度を目途に富岡第一小学校との再編（統合）を進めます。

再編（統合）校舎は現在の富岡第一小学校校舎とします。 

 

③ 須山中学校と深良中学校と富岡中学校の再編（統合）【中期～後期における取組み】 

須山地区と深良地区は小学校 1校、中学校 1校であるため、9年間同じ環境となっており、須山中

学校では全学年が単学級、深良中学校でも将来的には単学級が発生する可能性が高い状況です。 

そのため、単学級の解消とともに、生徒のニーズに応じた多様な部活動等の課外活動の充実を図る

ため、富岡中学校との再編（統合）を進めます。再編（統合）校舎は現在の富岡中学校校舎を前提と

しながらも、敷地の拡張による（仮称）北中学校の新設も視野に検討します。 

 

④ 須山小学校の小規模特認校制度※の導入【中期における取組み】 

須山小学校は近い将来 10 人以下の学級が発生する可能性が高く、将来的には複式学級が発生する

可能性があります。 

適正配置の観点から全市的なバランスを考慮した結果、須山小学校を存続させ、適正規模に近づけ

るため、須山小学校に小規模特認校制度を導入します。 

別 紙【素 案】 

裾野市学校教育施設再編基本計画 
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⑤ 千福が丘小学校と富岡第一小学校の再編（統合）【中期～後期における取組み】 

千福が丘小学校は近い将来、適正規模を下回る 10 人以下の学級が発生する可能性が高く、将来的

には適正規模を大きく下回る予測がされていることから、その解消を図るとともに、富岡中学校へ進

学する際の環境の変化等のギャップを解消するため、富岡第一小学校との再編（統合）を進めます。

再編（統合）校舎は現在の富岡第一小学校校舎とします。 

 

 

 

 前期（R5～R9） 中期（R10～R14） 後期（R15～R19） 

①    

② 

 

  

③  

 

 

④  

 

 

⑤  

 

 

 
※小規模特認校制度 

 学校選択制の一つである特認校制を小規模校で実施するのもの。従来の通学区域は残したままで、特定の学

校について、通学区域に関係なく、市内のどこからでも就学を認める制度。 

 

向田小学校と 

東小学校の 

再編（統合） 

向田小学校 

跡地への 

東中学校の移転 

富岡第二小学校と 

富岡第一小学校の 

再編（統合） 

須山中学校と深良中学校と富岡中学校の 

再編（統合） 

須山小学校の 

小規模特認校制度の導入 

千福が丘小学校と 

富岡第一小学校の再編（統合） 
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裾野市学校教育施設再編基本計画に関する答申書 

～具体的な再編対象学校及び再編の時期について～ 

 

 

令和 5年 2月 27日 答申 

 

裾野市学校教育施設再編基本計画審議会 

村山  功  豊福 静代  石原 誠太  柴田 寛文 

大森 裕樹  眞田 裕介  福澤 義明  岩崎 正行 

丸山 雅人  飯塚 由美子 
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はじめに  

 

 裾野市学校教育施設再編基本計画審議会は、令和 4 年 12 月 6 日

に裾野市教育委員会から、現在策定中の裾野市学校教育施設再編基

本計画のうち、４  具体的な再編計画（２）再編対象学校及び再編の

時期について諮問された。  

 裾野市の教育のあり方検討委員会による提言書、全 88 回・計 1000

人以上の保護者、地域、生徒等に向けて行われた意見交換会での意

見、教員アンケート、裾野市学校教育施設再編推進本部及び同検討

委員会での協議内容をもとに議論を重ねてきた。  

 将来を担う子どもたちにとって望ましい教育環境を整えること

を第一に考え、討議を重ね取りまとめたので、ここに本審議会の検

討結果を答申する。  

 なお、裾野市学校教育施設再編基本計画を策定される際には、  

本答申の内容を尊重されたい。  

 

 

  令和 5年 2月 27日 

              裾野市学校教育施設再編基本計画審議会 

                         会長 村山 功 
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１ 再編対象学校及び再編の時期について 

① 向田小学校と東小学校の再編（統合）【前期における取組み】 

【教育委員会の素案】 

向田小学校は適正規模を下回る 10 人以下の学級が存在しており、将来的にも適正規模を大

きく下回る予測がされていることから、その解消を図るとともに、東中学校へ進学する際の環

境の変化等のギャップを解消するため、令和 7 年度に東小学校との再編（統合）を進めます。

再編（統合）校舎は現在の東小学校校舎とします。 

なお、向田小学校の跡地については、現在の東中学校を移転します。向田小学校の閉校後、

校舎の長寿命化改修や不足する特別教室の整備等を行い、令和 10 年度を目途に移転できるよ

う努めます。 

【審議結果】 

素案の修正なし。取組みが確実に実行されるよう努めること。 

 

② 富岡第二小学校と富岡第一小学校の再編（統合）【前期～中期における取組み】 

【教育委員会の素案】 

 富岡第二小学校は適正規模を下回る 10 人以下の学級が複数存在しており、今後も適正規模

を大きく下回る予測がされていることから、その解消を図るとともに、富岡中学校へ進学する

際の環境の変化等のギャップを解消するため、令和 9 年度を目途に富岡第一小学校との再編

（統合）を進めます。再編（統合）校舎は現在の富岡第一小学校校舎とします。 

【審議結果】 

 再編対象学校及び再編の時期について、素案の修正なし。 

 ただし、再編（統合）に伴い、安全な通学手段の確保が最重要課題である。 

 児童や保護者にとって過重な負担とならないよう、スクールバス等の運行、既存路線バスの

拡充、通学費の補助等、各学校の実情に合わせた通学方法を検討するだけでなく、スクールバ

ス等の乗降場所やロータリー等の設置、学校行事等における保護者の駐車場の拡大についても

検討すること。 

 また、通学区域の変更に伴う通学路の整備、学校・教育委員会・道路管理者・警察等の関係

機関との連携、保護者・PTA・近隣住民等による見守り活動、ICTを活用した見守りシステムの

導入、既存のサービスや機器等を保有する企業や団体との連携など、登下校時の安全確保に向

けた取り組みを実施すること。 
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③ 須山中学校と深良中学校と富岡中学校の再編（統合）【中期～後期における取組み】 

【教育委員会の素案】 

須山地区と深良地区は小学校 1 校、中学校 1 校であるため、9 年間同じ環境となっており、

須山中学校では全学年が単学級、深良中学校でも将来的には単学級が発生する可能性が高い状

況です。 

そのため、単学級の解消とともに、生徒のニーズに応じた多様な部活動等の課外活動の充実

を図るため、富岡中学校との再編（統合）を進めます。再編（統合）校舎は現在の富岡中学校

校舎を前提としながらも、敷地の拡張による（仮称）北中学校の新設も視野に検討します。 

【審議結果】 

 再編対象学校及び再編の時期について、素案の修正なし。 

 ただし、再編（統合）に伴い、安全な通学手段の確保が最重要課題である。 

 生徒や保護者にとって過重な負担とならないよう、スクールバス等の運行、既存路線バスの

拡充、自転車通学、通学費の補助等、各学校の実情に合わせた通学方法を検討するだけでなく、

スクールバス等の乗降場所やロータリー等の設置、学校行事等における保護者の駐車場の拡大

についても検討すること。 

 また、通学区域の変更に伴う通学路の整備、学校・教育委員会・道路管理者・警察等の関係

機関との連携、保護者・PTA・近隣住民等による見守り活動、ICTを活用した見守りシステムの

導入、既存のサービスや機器等を保有する企業や団体との連携など、登下校時の安全確保に向

けた取り組みを実施すること。 

 再編（統合）により須山地区・深良地区・富岡地区の歴史や伝統行事等を従前の地区を超え

て学習・参加できる機会となることから、地域の積極的な学校運営への参画を促し、地域に開

かれた教育課程の中で広く学習できる環境を構築すること、及びそのために必要な予算等を確

保すること。 

 

④ 須山小学校の小規模特認校制度の導入【中期における取組み】 

【教育委員会の素案】 

須山小学校は近い将来 10 人以下の学級が発生する可能性が高く、将来的には複式学級が発

生する可能性があります。 

適正配置の観点から全市的なバランスを考慮した結果、須山小学校を存続させ、適正規模に

近づけるため、須山小学校に小規模特認校制度を導入します。 
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【審議結果】 

 再編対象学校及び再編の時期について、素案の修正なし。 

 ただし、適正規模に近づけ、学校を存続するためには、継続的に新規入学者を確保しなけれ

ばならない。そのための小規模特認校制度の導入であるが、実効のある制度にするためには、

「地域で学校を支える・盛り上げる」という想いを地域 1人 1人が共有する必要がある。 

 子どもとは、地域の未来であり希望そのものである。また、子ども自身も含めたあらゆる世

代の地域住民は、同世代を生きる仲間である。あらゆる世代が仲間として積極的に参加できる

交流の場を創出することで、「自分たちも主体的に関わって良いのだ」ということを体感で理

解してもらいつつ、地域・学校・教育委員会が連携し、須山小学校における学習の「特色」を

地域も一体となって考え、見出し、再編前から魅力発信に努めること。 

 

⑤ 千福が丘小学校と富岡第一小学校の再編（統合）【中期～後期における取組み】 

【教育委員会の素案】 

千福が丘小学校は近い将来、適正規模を下回る 10 人以下の学級が発生する可能性が高く、

将来的には適正規模を大きく下回る予測がされていることから、その解消を図るとともに、富

岡中学校へ進学する際の環境の変化等のギャップを解消するため、富岡第一小学校との再編

（統合）を進めます。再編（統合）校舎は現在の富岡第一小学校校舎とします。 

【審議結果】 

 再編対象学校及び再編の時期について、素案の修正なし。 

 ただし、再編（統合）に伴い、安全な通学手段の確保が最重要課題である。 

 児童や保護者にとって過重な負担とならないよう、スクールバス等の運行、既存路線バスの

拡充、通学費の補助等、各学校の実情に合わせた通学方法を検討するだけでなく、スクールバ

ス等の乗降場所やロータリー等の設置、学校行事等における保護者の駐車場の拡大についても

検討すること。 

また、通学区域の変更に伴う通学路の整備、学校・教育委員会・道路管理者・警察等の関係機

関との連携、保護者・PTA・近隣住民等による見守り活動、ICTを活用した見守りシステムの導

入、既存のサービスや機器等を保有する企業や団体との連携など、登下校時の安全確保に向け

た取り組みを実施すること。 
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再編対象学校及び再編の時期一覧 

 

 前期（R5～R9） 中期（R10～R14） 後期（R15～R19） 

①    

② 

 

  

③  

 

 

④  

 

 

⑤  

 

 

 

２ その他、検討すべき事項 

特別支援教育の基本的な考え方について 

児童生徒一人一人の教育的ニーズを踏まえ、本人、保護者及び専門的⾒地からの意⾒、学校

や地域の状況等を踏まえた総合的な観点から、就学先の学校や学びの場を判断することが必要

である。 

これらを踏まえ、学校再編に伴い特別支援学級や通級指導での指導が必要となった場合は、

その環境を当該学校で整えるとともに、継続的に学びの場を検討し、児童生徒が適切な教育を

受けられるよう特別支援教育の充実を図ること。 

 

向田小学校と 

東小学校の 

再編（統合） 

向田小学校 

跡地への 

東中学校の移転 

富岡第二小学校と 

富岡第一小学校の 

再編（統合） 

須山中学校と深良中学校と富岡中学校の 

再編（統合） 

須山小学校の 

小規模特認校制度の導入 

千福が丘小学校と 

富岡第一小学校の再編（統合） 
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３ 次期 教育大綱（教育振興基本計画）の策定時に検討すべき事項 

本審議会では、学校再編に伴う課題だけに留まらず、今後の裾野市の教育のあり方について

も討議された場面があった。学校再編と裾野市全体の教育をどう進めていくかは一体不可分な

関係にあることに鑑み、審議会において委員より指摘のあった事項やアイデアを以下に示すの

で、次期 教育大綱（教育振興基本計画）策定時に本内容について検討されたい。 

 ・好奇心を中心に据えた子どもとともにつくる学びの場について検討すること。 

 ・特別支援教育を必要とする児童生徒は増加の一途をたどっている。施設等の整備だけでは

なく、対象となる児童生徒を支える人材の確保についても検討すること。 

  あわせて、特別支援及びインクルーシブ教育のあり方についても検討すること。 

 ・今後も進む人口減少の中では、学校に参画する人材も減少していくことが予想される。人

材不足への対策として、ICTを活用し、現場の業務効率化・生産性向上への取り組みを行

うこと。 
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おわりに  

 

 これからの子どもたちには、社会の加速度的な変化の中でも、社会的・職業的

に自立した人間として、高い志と意欲を持って、膨大な情報から何が重要かを主

体的に判断し、自らを問い立ててその解決を目指し、他者と協働しながら新たな

価値を生み出していくことが求められる。  

 子どもとは、1 人 1 人が個性も好奇心も将来の夢も異なる、主体的で特別な存

在である。決して大人が「理想の子ども像」を押し付け、可能性を狭めることは

あってはならない。  

 再編対象学校においては、ICT 環境整備はもちろんのこと、デジタルとは対極

となる農業体験やものづくり体験など五感を通じで学べる仕組みについても深

く検討し、関わる人・文化・伝統が増えたことで、教育の幅が広がった、再編し

て良かったと全ての人が実感できるような温かみやワクワクにあふれる学校再

編になることを切に願う。  


